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1. 背景 

近年，地球温暖化を初めとする環境問題が多くみ

られる．自動車の排気ガスも環境問題を引き起こす

要因の一つとして挙げられる．また，自動車への過

度な依存に起因する交通渋滞など社会的な問題も山

積みである．このような社会問題の深刻化が進む中，

車依存の脱却を目指すことが必要である．車依存脱

却のための手段の一つとしてカーシェアリングシス

テム（カーシェア）が取り入れられてきた． 

カーシェアとは，「自分が所有する車を有効活用

したい提供者側と，所有することなく（維持費をか

けずに）車を使用したい利用者とがシェア（車の貸

し借り）をする」ことである[1-1]．しかしこのシス

テムはまだまだ普及しているとは言い難い[1-2]． 

 
図 1-1 わが国のカーシェアリング車両台数と会員数の推移 

 

カーシェアは使いたいときにだけ車を利用できる

上に，金銭面や，環境への負荷を考慮すると社会全

体的にプラスであり，進んで利用すべきシステムだ

が，現実は個人の趣向や利点を重視し自家用車を使

用してしまっている．その場，その時点での個人だ

けで見れば良いようにみえるが，社会全体で見てみ

るとマイナスの結果になるという社会的ジレンマが

生じている． 

 

2. 既往研究 

2-1． 背景 

まず初めに私たちは，既往研究レビューを行った．

永野ら[2-1]は，群馬大学でカーシェアが実験導入さ

れたことを受け，カーシェアを含む大学生の意識調

査及び分析を行った．アンケート調査は 2018 年 12

月から 2022年 6月にかけ 6回おこなわれ，群馬大学

学部生を対象とした．調査内容は大きく分けて自動

車購買行動の実態調査，暮らしの中の自動車に関す

る意識調査，感染症影響下におけるモビリティ意識

調査の 3つである．回答数は全ての回で 300人を超

えた． 

アンケートの結果，マイカー購入意思のない学生

が増加していること，車を持っている学生でも，維

持費を自分で負担している人は少ないことなどが判

明した．また，2018 年時点では移動手段や楽しみ

としての価値を見出している人が多いが，コロナを

経て人の移動自体の重要性が低下し，学生の価値観

も変化したことが分かる．一方，車の所有に関する

価値観はコロナ後もあまり変わっていない．これに

より，コロナによりマイカーを抵抗のない移動手段

として認識していることが分かる．さらに，カーシ

ェアへの抵抗はまだまだ大きいことも分かった．最

後に，カーシェアの認知度，会員登録，利用の有無

のアンケート結果から，認知度は高いものの実際に

利用している人はほとんどいない現状が分かった． 

しかしながら，本研究ではカーシェア利用者のみ

を対象とした意識調査は行われていない． 

 

 

3. 研究目的 

 既往研究レビューをもとにして，私たちは 3 つの

研究目的を建てた．一つ目が「カーシェア利用者の

みを対象とした調査を含む，幅広いモビリティ利用

意識調査」，二つ目が「カーシェアの認知度を利用

に結びつけるためのカーシェア改革策の提案」，三

つ目が「カーシェアの利用者の満足度をさらに高め

るための新たなサービスの検討」である． 

 

 

4. 研究の流れ 

 研究の流れとしてまず初めに，既往研究レビュー

を行い，その後は二方向の流れを並行して行なって

いく．一方では，つくば市のカーシェアシステムで

ある「カーシェア・つくば」の現状把握のためのヒ

アリングとアンケートを行い，その結果を分析，考

察する．そこから，普及のために効果的な施策を考

案し，運営会社（upr 株式会社様）に報告，提案す

る．もう一方では，普及のための PR 動画，チラシ

を作成し，その効果を測る評価アンケートを実施す

る．結果を分析し，運営会社に報告，実際に広告と

して使ってもらうための提案を行う．  

 

5. 現状把握 

5-1．ヒアリング調査 

 10 月 30 日にカーシェアつくばを運営する企業で

あるユーピーアール株式会社様にヒアリングを行っ

た。以下にヒアリング内容の一部を述べる。 

 カーシェアつくばが現状、支払いがクレジット払

いのみである理由は、レンタカーは、犯罪の温床に

なりやすいため利用者の最低限の信用が必要であり、
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クレジットカードは最低限度の信用を証明できるた

めである。支払方法の追加については、信用が証明

できるのであれば、前向きに検討したいとのことで

あった。 

 高級車や Bluetooth 搭載車などの新規車種追加に

ついては、まず、新規車種追加に費用をあてること

よりも安全面を優先しているとのことであった。採

算性が取れるのであれば、前向きに検討したいとの

ことであった。しかしながら、カーシェアつくばの

事故件数の多さから高級車については、採算性を取

ることが難しいだろうということであった。 

 

5-2．アンケート調査 

(1) アンケート概要 

・調査期間：2023/11/7~ 

・調査対象人数：147名（11/9 21:00現在) 

・質問内容：個人属性 

意識調査 

利用について 

新規事業のために 

認知度 

利用促進施策 

(2) アンケート結果 

1）満足度に関しては、7 件法で、「1.非常に不満」

「7.非常に満足」としたところ 5 を選択した割合が

44.2%と一番多かったことから現状の満足度が低い

わけではないがさらなる満足度の上昇を見込めると

考えた。 

2）カーシェアつくばのスマートフォン向けアプリ

の導入により、カーシェアつくばの利用回数が増え

ると思う人は、65%いたことから、一定の需要があ

ることが分かった。 

3）カーシェアつくばに未登録の回答者うちカーシ

ェアつくばを「詳しく知っている」「大雑把に知っ

ている」と答えた割合が 4 割以下であったことから

だまだカーシェアつくばの認知度向上の余地はある

ことが分かった。 

 

 

6. 公用車 

6-1．背景 

つくば市役所や筑波大学は基本平日に業務や授業

があるため公用車を使用するが，土日祝は業務等が

無くなり公用車は使用されなくなる．すなわち資源

が十分に活用されていないということである．この

車両たちが十分に活用されればより少ない資源で需

要を支える運営をすることが可能になり，環境負荷

を下げ持続可能な社会づくりに貢献することができ

るので持続可能な取り組みになることと同時に少な

い投資金額で事業拡大が可能であると考える．ゆえ

に今ある資源をより効果的に利用するために公用車

をカーシェアリングとして活用したい． 

  
 6-2．目的 
 背景より，目的は休日等で活用されていないつく

ば市役所や筑波大学の公用車をカーシェアリングと

して利用をすることの可能性の検証，とする． 

  
 6-3．利点 

(1) 公用車所有側 
・資源の有効活用化 

 組織が使わないときにカーシェアとして利用する

住民がいることで公用車の稼働率が上がることや，

カーシェアによる収益により，資源が有効活用され

る 

・経費削減 

自動車の維持費をカーシェアでの収益やカーシェ

アとしての運用により維持する必要がなくなった場

合，維持費が削減されて福祉サービスや教育など住

民のニーズが高いほかの分野に予算を割くことがで

きる 

  
(2) 周辺地域住民側 
・車を使いたいときに使える 

平日夜・休日は仕事がなくなって活動が活発にな

る時間帯である．そのような時間にカーシェアの車

両が追加されることで活発化した利用者の需要をピ

ンポイントで支えることができるようになる．ゆえ

にカーシェアの利便性向上につながり自家用車購入

が抑制されると考える． 

・環境問題等の解決につながる 

 カーシェアでは距離・時間料金システムによりよ

り安く済ませようと最短距離・時間で用事を済ませ

ようとする心理が働くことや，自動車購入抑制効果

があることから自動車排気ガス削減や渋滞問題の解

決につながる 

  
 6-3．事例  
・箕面市 

大阪府箕面市は公用車をすべてなくしてカーシェ

アの車両を公用車として利用するという事業を行っ

ている．業務時間内では専用で使える車両を確保し，

そのほかの車両や業務時間外ではカーシェア会員が

自由に使うことができるというものである． 

  
 6-4．展望 
アンケートや実際の利用データから平日夜・休日

に需要が集中しているのか，集中しているのであれ

ば需要に対して供給は間に合っているのかの調査・

分析に，公用車をカーシェア化するにあたっての実

際の公用車の情報を合わせて公用車をカーシェア化

する提案がしたいと考えている． 

 

 

7. 利用促進 
7.1. 利用促進について 

カーシェア・つくばの利用促進を行うためには，

現在，カーシェア・つくばに登録していない人の心

を動かす必要がある．私たちの班で行ったアンケー
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トでは，7割を超える人たちが「カーシェア・つく

ばに登録していない」と回答した．そこで私たち

は，非利用者が，カーシェア・つくばを利用するた

めの案を考え，アンケートで実際に非利用者が利用

したくなるかを調査した． 

 
図 7-1 アンケート：カーシェア・つくばを利用していますか 

 

7.2. 利用促進案 

 私たちは，大きく４つの案を考えた。1.車種の追

加，2.お試し入会制度，3.支払い方法の多様化，4.

スマホアプリである。各案とそのアンケート結果に

ついて説明していく． 

 

(1) 車種の追加 

 私たちは，車種の追加によって非利用者の関心を

惹くと考えた．そこで，アンケートにて欲しい車種

について尋ねた． 

 その結果，軽自動車 (43%)やコンパクトカー

(30.8%)が求められていることがわかった．高級車

やスポーツカーが 9~14%であることを考えると，派

手さよりも実用性を求めていると推測した． 

 
図 7-2 アンケート：カーシェア・つくばで利用したいと思える車

種や，増えれば利用したくなる車種があれば教えてください

（複数回答可） 

 

(2) お試し入会制度 

 私たちは，お試し入会制度が非利用者の入会への

抵抗感を軽減すると考えた．そこで，お試し入会が

あれば入会したくなるか尋ねた． 

 その結果，肯定的な回答（5，6，7）が約 6割，

もっとも肯定的な回答が約 3割となった．非利用者

の半数以上が，お試し入会制度をポジティブに捉え

ていることがわかった． 

 ところで，カーシェア・つくばでは，お試し入会

のような新規入会キャンペーンを行っている[7-1]．

このキャンペーンが十分に知られていない可能性が

あり，PRしていくことの必要性を感じた． 

 
図 7-3 アンケート：カーシェア・つくばに試し入会があれば利用

したくなりますか？ 

 

(3) 支払い方法の多様化 

 私たちは，現行の支払い方法がクレジットカード

のみであることが，利用を妨げているのではないか

と考えた．そこで，クレジットカード支払いのみで

あることがカーシェア・つくばを利用していない理

由であるかを尋ねた． 

 その結果，65.4%の回答者がもっとも否定的な回

答をしており，支払いがクレジットカードのみであ

ることが，あまり利用の妨げにはなっていないこと

がわかった． 

 一方で，22人（5，6，7の回答者）は利用してい

ない理由として回答しており，一定数妨げられてい

る人がいるのも事実である． 

 
図 7-5アンケート：現行の支払い方法がクレジットカードに限ら

れていることが利用していない理由であるか教えてください 

 

7.2.4. スマホアプリ 

 現在，カーシェア・つくばにはスマホアプリがな

い．私たちは，便利なスマホアプリができること

で，非利用者を呼び込めると考えた．そこで，スマ

ホアプリで利用したくなるか尋ねた． 

 その結果，肯定的な回答（5，6，7）が約半数と

なった．非利用者にとってもアプリは魅力的である

ことがわかった．

 
図 7-6 アンケート：カーシェア・つくばのスマートフォンアプリ

があったらカーシェア・つくばを利用したくなりますか？ 

 

 

8. PR 
8-1． 背景 

 今回行ったアンケート回答者のうち 62.5％がカー

シェア・つくばを聞いたことがない，もしくは名称

のみを聞いたことがある状態である．選択肢の 1．

全く聞いたことがない，2．聞いたことはある，こ

の 2 つを回答した人をここではカーシェア・つくば

を「知らない人」と定義する．このグラフからまだ

多くの人がカーシェア・つくばを知らないというこ

とが分かった．カーシェアリングサービスの普及は

最小移動や，車依存脱却の観点から環境問題の解決

に効果があるが，カーシェア・つくばの利用者を増

加させるにはカーシェア・つくばのサービスを正し

いイメージでより多くの人に伝えることが大切だと

考える．そこで我々はPR活動の改良，刷新をupr株

式会社様にご提案させて頂き，導入していただくこ
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とでカーシェア・つくばの利用者増加を図ることと

した． 

 

8-2．現状 

 現在，カーシェア・つくばが行っている主な PR

活動は，チラシ配布，インスタグラム，X（旧

Twitter）である．チラシ配布は，免許合宿を終えた

筑波大生に渡したり，入学時の資料に同封するなど

工夫が凝らされている．実際に班員の小澤も免許合

宿卒業時に同封されていたチラシを見てカーシェ

ア・つくばに入会したため，一定の効果はあると思

われる．一方，インスタグラムとXについてはカー

シェア・つくば会員数に比べてフォロワーの数が少

なく，また内容も会員向けのものであることが多い

ため，利用者の増加には期待できない． 

 

8-3．PR案 

 今回提案する PR 案はチラシデザインの刷新と，

YouTube での動画投稿である．まずはチラシデザイ

ンに関して．現在のカーシェア・つくばのチラシデ

ザインは過去の都市計画演習で提案されたデザイン

も一部に含まれており，広告ツールとしての効果を

良く感じるものであるが，カーシェア・つくばのタ

ーゲット層である筑波大生と教職員それぞれに狙い

を定めたチラシデザインがあれば，現在よりも効果

的であると考える．そこで私たちは学生と教職員向

けそれぞれのチラシデザインを考案していく．次に

YouTube での動画投稿について．今回は YouTube 

shortsを用いて動画を作成する．YouTube shortsとは

現在若者を中心に流行している 1 分以内の縦型動画

を指す．短い動画なので視聴者が見やすく，多くの

人の目に留まりやすいという特徴を持つ．今回作成

する動画は「カーシェア・つくばを登録してみた！」

と「男の休日，大洗ドライブ[筑波大男]」である．

両動画は，会員登録のハードルを下げ，またカーシ

ェアリングサービスの魅力を伝える目的がある．両

動画ともに撮影済みで，近日公開予定である． 

 

 

9. 最終発表に向けて 

 現在は，既往研究レビューと現状把握のためのヒ

アリング，アンケートの実施まで完了している．今

後は，その結果を分析・考察し，ユーピーアールに

より良い提案ができるよう施策を考案する．PR 動

画は撮影が完了し，編集を行なっている段階であり， 

チラシと共に，可能な限り早く完成させ，今回行っ

たアンケートとは別に，評価アンケートを行う予定

である． 
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